
　小・中・高等学校の社会科教科書では、２０００年代のはじめごろまでに、大きな変
化が起こりました。人権の歴史、なかでも部落問題に関する記述が大幅に増加し、
内容も豊かになりました。もちろん各教科書会社の傾向は少しずつ異なります
が、大まかに「中世河原者の庭作り」「江戸時代の身分制度」「解体新書」「渋染一揆」
「解放令」「水平社」「戦後の同和施策」などのテーマについて多くの教科書が取り
上げています。そして、それぞれの記述内容も、大きく変わりました。以前の教科
書を読んできた世代から見ると、その違いは目を見張るばかりです。
　この背景には、支配階層の動きだけでなく、民衆の視点から日本の歴史を見つ
め直そうとする多くの人々による研究の深まりと広がりがあります。特に、今日も
なお存在する部落差別に対して、「差別がどのように生起したのか」「被差別民衆
はその中をどのように生きたのか」などを実証的に明らかにすることで、その解決
の道筋を見いだしていこうとする取組が教科書記述にも反映してきた結果だとい
えます。
　この「DVDシリーズ:映像でみる人権の歴史」は、そうした新しい研究の成果と
教科書記述の変化をふまえ、新たに見いだされた豊かな史料を積極的に活用し
て、映像化することで、教科書に基づいて授業を進める場合の補助教材、あるいは
社会啓発を深める場合の学習教材として作成しました。とくに、若い世代の先生や
担当の方々が、初めて「人権の歴史」を取り上げる場合、その基礎理解にも役立つ
よう工夫しました。さらに授業実践や啓発を深めるための参考資料も、文字デー
タとしてできるだけ多く添付しました。
　なお、小・中・高等学校の社会科教科書では、記述量や、「穢多」「非人」などの呼
称を使うかどうかに大きな違いがあります。このため本ＤＶＤは、授業で活用され
ることを想定し、ナレーションを「小学生版」（被差別者の呼称を極力使わない）と
「中学生以上版」（被差別者の呼称を使う）に分けた２タイトルを収録し、選択して
視聴できるようにしています。
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第1巻　東山文化を支えた「差別された人々」
第2巻　江戸時代の身分制度と差別された人々
第3巻　近代医学の基礎を築いた人々
第4巻　明治維新と賤民廃止令
第5巻　渋染一揆を闘いぬいた人々
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